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主  論  文  の  要  旨  
Development and Initial Clinical Testing of “ OPECT”: An Innovative Device 
for Fully Intangible Control of the Intraoperative Image -Displaying 
Monitor by the Surgeon (術中意思決定を支援する非接触直感操作型インタフ
ェース Opect の開発と臨床使用評価 ) 
                   東京女子医科大学  先端生命医科学研究所  
（主任：村垣  善浩   教授）  
                     吉光  喜太郎   
Neurosurgery, VOLUME 10, Issue 1, 46 頁〜 50 頁 (平成 26 年 3 月発行 )に掲載  
【要  旨】  
執刀医は重要な意思決定の局面で術野を離れてコンピュータ画面上のキー
フレームとなる画像情報を閲覧し手術戦略・外科操作を決断するが、術野を離
れキーボードやマウスの操作を外回りの手術スタッフに口頭指示で画像操作を
依頼することは双方にストレスである。 以上の問題を解決するために 米国
Microsoft 社から発表された KINECT を用い医用画像の非接触直感操作型インタ
フェースを開発した。術中使用のアプリケーションとして、如何に執刀医の自
然な動作を捕捉してシステムの機能に反映するかを熟考し、片手を上下左右、
前方押し出し動作のみで操作できるようにユーザビリティ性を追求し開発した。 
脳神経外科の悪性脳腫瘍摘出術にて計 30 症例にて使用した。システム評価
として使用経験のある医師にアンケートを実施した。システムの操作性、有用
性、将来性、画像表示系、動作種の的確さに関して 1～ 5 までスコアリングし、
全項目で平均 4 以上、5 項目の平均スコアは 4.7±0.2 であった。以上より、本
システムは画像情報を迅速に提供するだけではなく、執刀医自ら滅菌下で術中
迅速病理や血管、 MR 画像を操作・確認して意思決定できる有用性を確認した。
今後は臨床使用結果をフィードバックすることで提示機能の直感性を向上させ、
手術のみならず滅菌操作が必要な多くの intervention において術者の意思決
定に貢献できる装置とする。                          
